
分野（Discipline) 
 

A 
1)文学 
2)哲学 
3)歴史学 

 
B  化学 
 
C 芸術 
 

 

担当 A： 勝俣隆、飯塚知敬、福留真紀；B：赤羽良一;C:牧野一穂     

     

 

 

中世以来のリベラル・アーツ 

(artes liberales) 

 

三学：文法、修辞学、論理学 

四科：算術、幾何、天文、音楽 

  

基礎文理系の学問および 
芸術の世界を学ぶ 

カテゴリー：変容する環境とリテラシー 
（全学モジュール科目I） 
 

現代の教養 



人文社会・社会科学の両面から人間の生活と文
化に関する諸問題を考察するオムニバス授業 

 

 文学（日本の古典文学）・・・・・・勝俣 隆（教育学部） 

 哲学・倫理学（西洋の哲学）・・・飯塚 知敬（教育学部） 

 日本史（江戸時代の歴史）・・・・福留 真紀（教育学部）  

現代の教養・文化と社会 



 

 

理系学生こそ、専門だけでなく文系を
含んだ幅広い知識と教養が必要 

ピラミッド型
の教養が耐
久力も永続
性もあるしっ
かりした人
間を形成す
る。 



{ 
日本にも星座神
話が存在したっ
て本当なの？ 

答えは教室で 

文学・・・日本の古典文
学の秘密を解く 

天の八衢に居る猿田毘古神と天宇受売命 



{ 

なぜ学問をす
るのか？ 

人間とは何
か？ 

答えは授業で 

哲学・・知を愛すること 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRw&url=http://www.peoplechina.com.cn/zhuanti/2010-05/14/content_272384.htm&ei=I-gXVaKdF6O5mwX5hILICQ&bvm=bv.89381419,d.dGY&psig=AFQjCNFqUfixUkah1Iatg2rPXvMeFiYUIA&ust=1427716370243033


{ 

江戸時代はどうい
う時代か？ 

現代よりも優れた
面が数々・・・ 

 

驚きの体験は、あ
なたが受講すれば
味わえます。 

日本史・・・温故知新（故き
を温ねて新しきを知る） 



自然の科学 

 

自然界で大事なもの＝光と酸素 
 

キーワード：分子、自然、物質、生命、宇宙 

酸素とフリーラジカルの化学 

担当 赤羽 良一（教育学部化学教室） 



Chemistry of Molecular Oxygen, 
 Free Radicals, and Beyond 
 

For Freshmen Course at Nagasaki  
University in the Second Semester, 
2015 
 
 

Ryoichi Akaba (赤羽良一） 
Deparment of Chemistry, 
Faculty of Education, 
Nagasaki Univerdsity, 
1-14 Bunkyo-machi, Nagasaki 
852-8521 
 



授業のポイント 
  
 
 

 
普段意識しないけど 
 

大変重要＝酸素と光 
そして 

      フリーラジカル 
 

We foucus: 



現代の教養  

2015年度・モジュールテーマ説明会・資料 

担当：牧野 一穂  

対象: 医・歯・工・環 

「芸術の世界」について 



「芸術の世界」の概要と目的① 

 

  「美術史」をキーワードに、 

  現代人の教養として、 

  芸術を理解・表現するための 

  基礎を学びます 

11 

あらゆるジャンルに必要な 
創造力あるいは想像力を 
身につけるための講義です 



「芸術の世界」の概要と目的② 

12 

例えば･･･ 
 
日常、皆さんが見ているような 
網膜に写った情報だけでは、 
左図のような絵画空間には 
なりません 
 
「見ること」から「観ること」へ 
 意識の改変が必要です 

 



「芸術の世界」の受講予定の学生へのメッセージ 

 

   

13 

• センス・才能と、芸術の関係は？ 

• クリエイティブとは、どんな態度から 

 生まれるのか？ 

• 芸術は、そもそも必要なのか？  etc... 

 

 上記のような積極的な疑問をもつ 
学生を歓迎します 



多様性と共生カテゴリー 

16-B1 人体の不思議 
【対象：工学部・環境科学部】 

医学部医学科担当 

テーマ責任者：蒔田直昌 



～趣旨～ 
心と身体の健康は最も大切なものである。
どのように健康が維持されているのかは意
義深い。複雑な生命現象・人体の不思議を
科学する医学について教養・知識を深める。 



モジュールⅠとモジュールⅡの講座 

人体の構造と機能 

遺伝子と生命 

ヒトの感覚機能とその障害 

解剖学・生理学 

遺伝学 

耳鼻咽喉科学 

モジュールⅠ 人体の不思議 

男と女の脳 

脳の成り立ちと働き 

反平和学 

神経生理学 

医科薬理学 

精神神経科学 

モジュールⅡ コミュニケーションの生物学 

脳科学から探る人間性 
映画から学ぶライフサイクルと～ 

視覚の発生、ロービジョンケア 

神経解剖学 

精神神経科学 

眼科・視覚科学 

モジュールⅡ  脳と心 



科 目 名 担当者名 概  要 

 
人体の構造と機能 

(生理学・解剖学) 

 

 
蒔田 直昌 

弦本 敏行 

佐伯 和信 

辻 幸臣 

石川 泰輔 

医学を理解するうえで必要な知識を学ぶ。
ヒトの身体の構造（解剖学）と機能（生理
学）を系統立てて学び、精妙な生命現象を
理解する。主要臓器のかたちやはたらきを
概説するとともに、心臓と運動器などに関
わるトピックスを取り上げる。 

 
遺伝子と生命 

(遺伝学) 

 

 
吉浦 孝一郎 

遺伝子から細胞までの言葉の説明や細胞が
生きていて活動しているということを分子
という視点で説明しています。人体の構造
と機能と並んで，モジュールにはなじまな
い講義かもしれないのですが，「基礎」と
思って講義しています。各講師の担当で1回
は，市民公開講座のような，おもしろネタ
をしゃべってもらっています。 

 
ヒトの感覚機能とその障害 

(耳鼻咽喉科学) 

 

 
高橋 晴雄 

吉田 晴郎 

原 稔 

神田 幸彦 

ヒトの感覚には視覚、聴覚、嗅覚、味覚、
皮膚感覚のいわゆる五感があり、とくに聴
覚、視覚を駆使して人は言語という高度な
文化を持つにいたった。それらの感覚をど
のように人は感受しているのか、またそれ
が障害された時に何が起こるのかを解説す
る。聴覚の最先端医療である人工内耳の原
理と現状も講義に含まれる。 



“人体の構造と機能“科目では 

◎運動生理学を比較動物学の観点から解説 

◎生理現象を支える遺伝学・遺伝子学をカバー 



Reproductive Health･ International Health Nursing 

16-B2 「健康と共生」  
 

医学部保健学科： 
         宮原 春美 

受講対象学部： 
    工学部、環境科学部 

カテゴリー：多様性と共生 



Reproductive Health･ International Health Nursing 

共生とはなにか： 
  

 病気や障害があってもなくても
その人がその人らしく生きること
ができ、社会全体が共に生きる 

     
環境科学部、工学部での学習  
 



Reproductive Health･ International Health Nursing 

具体的な科目 

•ライフサイクルと健康 

•性と生 

•社会における精神障害 

 

 



Reproductive Health･ International Health Nursing 

各科目の学習内容 

•ライフサイクルと健康 

  乳幼児・学童期・思春期・青年期・壮年期・ 
   更年期・老年期の健康課題について学習する 

  花田：乳幼児・学童期・思春期・青年期 

  澤井：壮年期 

  折口：更年期・老年期 

 



Reproductive Health･ International Health Nursing 

•性と生 

   「性」をテーマとして自己と他者への思考を深め、  

   人間の性の発達と健康問題を学習する 

   安日：女性の性 

   井田：ジェンダーの視点から 

   宮田：男性の性 

   宮原：リプロダクティブヘルス/ﾗｲﾂの視点から 

 

 



「性と生」 
ディベート風景 

先ほどの肯定派の 

  意見に対して質問があります 

進行 

審判 

 それでは否定派の 

立論をお願いします。 

これまでの授業風景  
 



Reproductive Health･ International Health Nursing 

•社会における精神障害 

  社会から見た心理学・精神医学的側面、精神障害  

  に関する基礎的内容について学習する 

   中根 

  シネマ・サイキアトリー 

    ＤＶＤ：酔いがさめたら、うちに帰ろう（アルコール依存） 

           ぐるりのこと（うつ） 

           聖者の眠る街（統合失調症） 

           やさしい嘘と贈り物（認知症）  など 

 



Reproductive Health･ International Health Nursing 



Reproductive Health･ International Health Nursing 

健康と共生  
 

受け身の姿勢で受講するのではなく 

        アクティブに！！ 



 
     現代経済と企業活動 
 
カテゴリー：多様性と共生 
モジュール科目区分：全学モジュールⅠ 
対象学部：医学部、歯学部、工学部、環境科学部 

             担当教員 

       経済活動と社会：小山 久美子 

       企業の仕組みと行動：張 笑男 

       経済政策と公共部門：赤石 孝次（テーマ責任者） 



     テーマ全体の概要 
経済を知り、法を知り、歴史を振り返ることで現代社会を読み解こう 

 経済政策と公共部門 
 社会の動きを理解するために必要な社会の文法の一つである経済学を用いて政策を  
 正確に理解する思考法を養っていきます。 
 

 企業の仕組みと行動 
 社会のルールである「法」を知ることを通じて、社会のしくみや人間関係のあり方 
 を分析する視角を体得し、また、客観的多角的に冷静な目で物事を見通し判断する 
 力、さまざまな立場の人を説得できる論理的な思考を養っていきます。 
 

 経済活動と社会 
 さまざまな歴史的事実に隠された文脈や思想を探る「謎解き」によって判明した文 
 脈や思想は何らかの形で連綿と今につながっており、経済史を通して過去から現代 
 へと続く国際社会の底流を読み解く視座を養っていきます。 



     1. 経済政策と公共部門 
社会が解決を求める基本的な問題 

１．誰が 

２．何を 

３．どれだけ 

４．どうやって作るか？ 

５．誰が 

６．何を        

７．どれだけもらうか？ 

 

経済学が答えるべき基本問題 

市場経済のルールのもとでどんな結果がもたらされるか？（事実解明
的な問題） 

その結果が良いか悪いか？（規範的な問題） 

分配の問題 

資源配分の問題 



    1. 経済政策と公共部門 
Example:患者の窓口負担を増やすべきか 

 

 

政府の財政負担を減らすために、日本は患者の窓口負担を引き上げる
べきかという議論を建設的なものにするために、議論を２つに分ける。 

 

１．「窓口負担を引き上げたらどうなる？」（事実解明的な問題） 

 

２．「その結果が良いか悪いか？」（規範的な問題） 



2. 企業の仕組みと行動 

・企業の仕組みと行動に影響する因子 
  法律 企業の構成員 債権者 消費者 市場 評判・・・ 

     ↑ 

  企業の在り方を規制するもっとも影響力のある因子 

 

・企業に関連する様々な法律 
 会社法 金融商品取引法 労働法 独禁法 民法 憲法・・・ 

   ↑ 

  本講義の対象 

   ∵ 企業（経済活動の主体）のほとんどが会社 



会社法への3つのアプローチ 

•企業統治に関する法規制 

 株主とは？取締役とは？・・・ 

 

•資金調達に関する法規制 

 株式とは？社債とは？・・・ 

 

•組織再編に関する法規制 

 親会社とは？合併とは？ 

 



 
   

            3. 経済活動と社会 

担当：小山久美子 

 

目的：「国際貿易」に関して、われわれは 

    どのような過去を辿り、 

    どのような方向に向かっているのかを 

    学び、考える。 



 

内容：今日の生活に不可欠な国際貿易 

    近年の新しい現象に着目 

    国際貿易体制や、影響力の大きい米国に焦点 

 

講義 ：テキストの基礎的知識を通じて 

     連続性（過去から受け継がれている部分）と    

     非連続性（新しい部分）について 

     考えていく。 

 

  

          3. 経済活動と社会」 

 
 



多様性と共生 
変わり行く社会を生きる１ 
 モジュール紹介 



 



 



Aさんは、 

話し好きでお世話好きな人なんだよ。 

愛嬌もあって、優雅だし。 

一緒にいると、ゆったりした気分になるんだ。 

それに、気が利いていて、「のどが渇いたな」 

と思っていると、さっとお茶を出してくれたり 

するんだ。すばらしい人だよ。 

少し嫉妬深いところが困りものだけどね。 

 
参考） 

ジェンダー・ステレオタイプにおける知識と個人の考え及び偏見の関係ー
特性語に関する調査研究  有泉優里，日本語とジェンダー，2007 



長崎大学の共有学士像 

長崎ブランド・グローバル人材育成 
 

  ①研究者や専門職業人としての基盤的知識を有する 

  ②自ら学び、考え、主張し、行動変革する素養を有する 

  ③環境や多様性の意義が認識できる 

  ④地球と地域社会及び将来世代に貢献する志を有する 

知識 

行動 

理念・理想 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 身につけるための 

   技術・努力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 グローバル人材として 

   必要な能力 

コミュニケー
ション能力 

多文化理解 
能力 

協調・協働 
能力 

よりよく聴く 

よりよく話す 

よりよく理解
する 

良き隣人 

良き友人 

良きパートナー 



変わり行く社会を生きるⅠ 

心と社会 

社会とマスメディア 

ジェンダーと社会 

身近にいる多様な
人々の心理を 
理解する 

新聞や映像を 
通しての見方
（作る側・受
け取る側の双
方）から社会
を理解する 

コミュニケー
ション能力の

向上 

良き隣人 
良き友人 
良きパート

ナー 

ジェンダー観・ 
固定観念に疑問を
持ち、見直す力 



変わり行く社会を生きるⅠ 



授業では、学部を超え 
多様な人との協働での 

学習を行います 

このモジュールでは、 
身近に起こっている社会の  
変化を 
「心理」「社会」「価値観」という  
3つの視点から紐解いていきます。 

「心理学」「社会学」「ジェンダー」 
などに興味のある方、 
自分の特徴をつかみたい、 
コミュニケーション力を高めたいという方の」

受講を希望しています。  



  

後期・前半 

毎週木曜日 

１,２限 



後期・後半 

毎週木曜日 

１,２限 



 

後期 

毎週金曜日 

２限 



多様性と共生 
変わり行く社会を生きる1 

紹介を終わります 



海洋の生物多様性と生態系
サービス 

テーマ責任者 
 おさとみ  きよし 

長   富   潔（水産学部） 



海と海の生物を知る 
 海の生態系を保全・管理する 
  海の食糧資源を持続的に利用する 

環境と調和した持続可能な社会を実現するために 

海 

情報 

海の生物 

漁法 

環境 

生理 
生態 

食品 
利用 

保護 

管理 
育成 

有用 
物質 



海の生物と多様性（海の生物の基礎） 

 

海洋生物資源の生化学（生命現象を彩る生体分子の化学） 

 

海とは何か？～海洋生態系の現状と課題～ 
              （海洋環境や生態系と人間生活との関わり） 

モジュールⅠ科目 

モジュールⅡ科目を理解するための基礎知識の習得 

“海と海の生物を知る”の部分に相当 



学生の皆さんへのメッセージ 
 

海や海の生物に深い関心があり、主体的な学習意欲 
を持つ方を歓迎します！ 
 

モジュールⅠ科目 

モジュールⅡ科目を理解するための基礎知識の習得 

    海と海の生物を知る 
  モジュールⅡ科目 

  海の生態系を保全・管理する 
  海の食糧資源を持続的に利用する 

海の恵みを 
科学する 



日本を知り、世界を知る 

2016年4月21日  
全学モジュール説明会用資料 



趣  旨 
グローバル化の進展 

→「世界を知る」必要に迫られている。 

→「日本（と日本人）を知る」ことをわれわれに求める。 

 

本モジュールでは 

空間軸：日本、アジア、ヨーロッパ、世界 

視点：歴史、文化、社会、交流 

→多様な他者と同時に多様な自己をも理解することをめ
ざす。 

→様々な多文化状況に適応する素養と思考力を身につけ
る。 

2016/4/21 日本を知り、世界を知る 



科 目 編 成 

科目名 担当者名 キーワード 

前近代の日本と世界 木村直樹 日本史、長崎学、技術と社会、 

対外交流 

近現代のアジアと日本 首藤明和 グローバリゼーション、家族、
コミュニティ、市民社会、民族、
共生社会 

人々の暮らしから見る
現代日本 

才津祐美子 民俗学、日本、地域、文化、 

暮らし 

2016/4/21 日本を知り、世界を知る 



2016/4/21 日本を知り、世界を知る 

「文化」とは何か？ 

日本の場合、自文化の研究に中心的な役割を果たして
きたのが民俗学 

①日本民俗学とは？ 

②身近な「文化」の事例を考察 

 e.g.)  イエ、ムラ、年齢集団、年中行事、 

      通過儀礼、宗教、祭りなど 

※家族にインタビューして書く課題もあり 

 e.g.)「私の親戚」と「親世代の親戚」を図式化 

    「わが家の正月料理」      

科目名：人々の暮らしから見る現代日本 



「私の親戚」 

2016/4/21 日本を知り、世界を知る 



「私の親戚」+「父の親戚」 

2016/4/21 日本を知り、世界を知る 



わが家の正月料理 

2016/4/21 日本を知り、世界を知る 



学生の皆さんへのメッセージ 

社会的・文化的・言語的に多様性を持つ様々な組織の一
員として生活し、働く。 

 

 「日本を知り、世界を知る」 

↓ 

「他者を理解し、自己を省みると同時に相対化する」 

 ＝知的な営み／必要不可欠な能力 

 

本モジュールでぜひ身につけて下さい！ 

2016/4/21 日本を知り、世界を知る 



16-B7  モジュールⅠ テーマ 

ヒトの生物学とストレス 

   責任部局：  医歯薬（歯学系） 

   対象学部：  工学部・環境科学部 

目標： 

ヒト（人類）について 

生物学的に理解する 



テーマ：ヒトの生物学とストレス 

科 目 名 担当者名 概  要 

モ
ジ
ュ
ー
ル
Ⅰ

 

(Ⅰa) 
ヒトの生物学 

岡元 邦彰 
根本 孝幸 
岡田 幸雄 

  

ヒトを含めた生物を理解するための基礎的な
知識や概念を学習する。特に遺伝の仕組み、
細胞の代謝、神経系の機能を理解する。美、
健康、生命科学的問題に関してアクティブ
ラーニング法も取り入れて学習する。  

(Ⅰb) 
ストレスと健康 

中山 浩次 
筑波 隆幸 
内藤 真理子 

  

ヒトを取り巻く環境からの物理化学的ストレス
について学習するとともに生命体としてそれ
らのストレスにどのように対処し、克服してい
るかについて理解する。  

(Ⅰc) 
歯の進化と 
人類学 

真鍋 義孝 
加藤 克知 

  

歯の進化や脊椎動物の進化を通して、人類
に到る進化の過程を知り、人類進化の方向
性を理解する。さらに、日本人の起源や人類
学の研究法等についての知識を深める。 



座学（12回）と発表会（３回） 
 

発表会の特徴 
  

1. 班ごとに生命科学に関する課題または 
 自由テーマについて調べて発表会を行う. 
 

2. 発表会の予稿概要を3回LACSへ提出する. 
 発表班に選ばれるためにはよい要約を出 
 す必要がある（各班が最低1回発表するよ  
 うに調整）. 
 

3. 発表会の評価は他班の学生たちが行う 
 （真剣に聞くように）. 

  過去の優勝記録（LACS UP) 

2015 木 2 ヒトの生物学 最終名簿　151015改正

班 班長回 No. コードテーマ名 学生番号学生氏名 カナ氏名 学部

A 1 1 B7 ヒトの生物学とストレス35115002荒井　勇希 アライ　ユウキ 工学部

2 2 B7 ヒトの生物学とストレス35115032白石　健人 シライシ　ケント 工学部

3,4 3 B7 ヒトの生物学とストレス35115043渡真利　大 トマリ　タケシ 工学部

B 1 4 B7 ヒトの生物学とストレス35115046中島　大樹 ナカシマ　ダイキ 工学部

2 5 B7 ヒトの生物学とストレス35115060福岡屋　拓海 フクオカヤ　タクミ 工学部

3,4 6 B7 ヒトの生物学とストレス35115070名智　圭吾 ミヨウチ　ケイゴ 工学部

C 1 7 B7 ヒトの生物学とストレス35115080和田　将太 ワダ　ショウタ 工学部

2 8 B7 ヒトの生物学とストレス35215005池田　大樹 イケダ　ヒロキ 工学部

3,4 9 B7 ヒトの生物学とストレス35215061平尾　正宗 ヒラオ　マサムネ 工学部

D 1 10 B7 ヒトの生物学とストレス35315009小原　朔也 オバラ　サクヤ 工学部

2 11 B7 ヒトの生物学とストレス35315019坂本　航介 サカモト　コウスケ 工学部

3,4 12 B7 ヒトの生物学とストレス35415003安藤　健太郎 アンドウ　ケンタロウ 工学部

E 1 13 B7 ヒトの生物学とストレス35415012尾下　潤一 オシタ　ジユンイチ 工学部

2 14 B7 ヒトの生物学とストレス35415016勝木　健太 カツキ　ケンタ 工学部

3,4 15 B7 ヒトの生物学とストレス35415023嶌村　燿彦 シマムラ　アキヒコ 工学部

F 1 16 B7 ヒトの生物学とストレス35415027鈴木　隆雅 スズキ　リユウガ 工学部

2 17 B7 ヒトの生物学とストレス35415030黨　達也 トウ　タツヤ 工学部

3,4 18 B7 ヒトの生物学とストレス35415038藤澤　大斗 フジサワ　マサト 工学部

G 1 19 B7 ヒトの生物学とストレス35515007衛藤　裕磨 エトウ　ユウマ 工学部

2 20 B7 ヒトの生物学とストレス35615049長野　哲也 ナガノ　テツヤ 工学部

3,4 21 B7 ヒトの生物学とストレス35615056花田　一生 ハナダ　カズキ 工学部

H 1 22 B7 ヒトの生物学とストレス35615077輪島　礼子 ワジマ　アヤコ 工学部

2 23 B7 ヒトの生物学とストレス40115067塚本　健太 ツカモト　ケンタ 環境科学部

3,4 27 田口　雄貴 タグチ　ユウキ 工学部

I 1 24 B7 ヒトの生物学とストレス### 荒井  翔陽 アライ 水産学部

2 25 B7 ヒトの生物学とストレス### 内野  さと美 ウチノ サトミ 教育学部

3,4 26 B7 ヒトの生物学とストレス### 趙  悦 チョウ 工学部

班分けや授業方
法、要約のLACS

投稿方法を初期
に詳しく説明 

学生による発表評価シート 
（各班へのコメント部分は発表班へ渡す） 

表彰状 

ヒトの生物学 



ストレスの原因は５分類できる 

ストレスの原因をストレッサーと呼ぶ。 

物理的ストレッサー 

（寒冷、騒音、放射線など） 

化学的ストレッサー 

（酸素、薬物など） 

生物的ストレッサー 

（炎症、感染など） 

心理的ストレッサー 

（怒り、不安など） 
社会的ストレッサー 

（人間関係、環境など） 

ストレスと健康 



座学（11回） 
発表会（２回） 
実習（２回） 
 
発表会の特徴 

 班単位で出された課題に
ついて、課外学習で準備を
して発表し、他班からの質
問に答える。 
 班内のＭＶＰを推薦する。 
  
実習の特徴 

 いろいろな動物の歯の実
物を手にとって、鑑別する。 

歯の進化と人類学 

歯はどんな動物の何から進化したのか？ 

恐竜の歯はどんなの？ 

究極の肉食動物は何？ 

何を食べてるかは歯でわかる？ 

本物の歯と偽物の歯？ 

ヒトは死んだらどうなるか？ 

エジプト・アンデス・日本のミイラ？ 

頭や歯を変形させる風習？ 

古代アンデス・マチュピチュの人たちの特徴は？ 

猿人から現代人へ、そして世界中への拡散？ 

アフリカ･ヨーロッパ・アジアのヒトは同一種？ 

縄文人はどんなヒト？ 

弥生人はどこから来たの？ 

本州と北海道と沖縄のヒトは同じ？ 

各授業のテーマ 



学生の皆さんへ 

 前提知識は全く問いません。 
 

 生物としてのヒトについて興味のある方を
歓迎します。 
 

 本モジュールⅠは、生物学･医学･歯学・
環境科学・医用生体工学などに関連する
基本的な知識を習得するのに最適です。 



カテゴリー：科学/技術の恩恵と限界 
 
 
 

全学モジュールⅠ科目 
 

 
健康と医療・経済と生活・科学と技術 



責任部局は 
全ての学部 

 

松田 尚樹（原爆後障害医療研究所）、大沢 一貴（先導
生命科学研究支援センター）、中山 守雄（薬学部） 

健康と医療の安全・安心 

• 放射線と人獣共通の感染症を基礎医学生物学及び薬学の観点から正しく理解す
ることを狙いとして、その本体、健康リスク、予防、診断及び治療などに関わ
る基礎知識を習得する 

片山 朗（経済学部、テーマ責任者） 
経済と生活の安全・安心 

• 少子高齢化、貧困層拡大、地方創生など題材に、課題が発生する要因を明確に
し、有効な解決方策を議論することにより、「ありたい未来（＝安全・安心な
日本経済・社会）」の実現を目指すことの重要性を理解する 

林 秀千人（工学部）、田中 俊幸（工学部）、久保 隆
（産学官連携戦略本部） 

科学と技術の安全・安心 

• 個人などでは処理できないさまざまなシステムが働いている中で、安全を維持
し安心を図るために必要な基本的な考え方を習得するとともに、組織の中で個
人が取り組む安全・安心の意識を育てる 



リスクという
言葉を聞いて、
何をイメージ
しますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 リスクとは、ある確率で損失や利益が発生する可能性のこと 



安全な状態で
あっても、受
け入れられる
リスクは存在
しています 

 左の絵ではライオンという危険源がありますが、これだけで
は危害の発生に結びつきません 

 右の絵ではそこに人がいることでライオンに襲われるという
危害発生の可能性が生じます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 株式会社キーエンスHPより 

 私たちの生活には先行き不透明なリスクが多く存在します 



このままだと
将来、家庭を
持てないかも
しれない 

 特に若年層において、非正規雇用の労働者割合が大幅に上昇 
 

      非正規雇用の労働者割合の年齢別推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 総務省「労働力調査」より 

 有配偶率が顕著に低いとの統計もあり、子どもを持ちにくい
状況に 



このままだと
将来、子ども
から夢を奪う
かもしれない 

 2013年の生活保護受給者数は216万人、2011年に過去最高を
更新して以降増加傾向 

 

 生活保護受給世帯数、生活保護受給者数、保護率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「13年版厚生労働白書」より 

 いったん貧困層に転落すると脱却が困難、そのまま子世代に
貧困が連鎖しやすい状況に 



大切なのは、
リスクとどう
付き合ってい
くか 

リスクを避けるためには、ギャンブルをしないこと、あるい
はリスクの高いところに近寄らないことがまずは大切。しか
し、リスクから逃げられない場合、また利益を得るために引

き受けざるを得ない場合も。 

リスクとうまく付き合えば、より豊かになることができる、社
会をより望ましく変えることができる、とも考えられるのでは。 

このモジュール科目では、「健康と医療」、「経済と生活」、
「科学と技術」といった様々な観点から、リスクの特性、リス
クの程度を理解することにより、安全・安心な社会の構築に向

けた望ましいリスク管理方法を一緒に考えます。 



モジュールⅠ科目 
カテゴリー 科学／技術の恩恵と限界 
テーマ名    B9 暮らしの中の科学 
 

 
 
 

対象学部：医学部，歯学部，環境科学部 
 
 

*残念ながら工学部の学生は受講できません 

テーマ責任者 工学研究科 坂口大作 



質問は daisaku@nagasaki-u.ac.jp まで 

科目名 

 暮らしの中の情報科学 (藤村先生，小林先生) 

  コンピュータ，インターネット 
 

 暮らしの中の物理  （森田先生，坂口） 

  橋梁，高層ビル，飛行機，エンジン 
 

 暮らしの中の化学  （村上先生） 

  有機物質，高分子製品 



• 高校で習った、数学、物理、化学が、身の回り
でどのように使われているかが分かります。 

数学、物理、化学が得意な人 

数学、物理、化学が苦手な人 

• 数学、物理、化学が、身の回りでどのよ
うに使われているかが分かれば、数理・
自然科学に興味が湧いてくるでしょう。 

医療機器や環境機器などのしくみが理解できる 

質問は daisaku@nagasaki-u.ac.jp まで 



授業のトピックス 
・羽根のない扇風機と揚力 
・揚力とシュートボール 
・味噌汁の具は中央に集まる 
・遠心分離機はその逆 
・河の流れはどんどん蛇行する 
・ガソリンエンジンとディーゼルエンジン 
・ターボチャージャーとジェットエンジン 
・レギュラーガソリンとハイオクガソリン 
・自動運転 
・ディープラーニング 

https://www.ihi.co.jp/ 



学生の皆さんへのメッセージ 
• 数学や物理、化学、生命に興味がある方を歓迎
します。 

• 共通ルール（定義）はしっかり覚える必要があ
りますが、それ以上の暗記は必要ありません。 

• このモジュールを受講すれば、身の回りの“なん
でだろう”が解決します！ 

お待ちしてます 

質問は daisaku@nagasaki-u.ac.jp まで 



テーマ: 教育の基礎 （B１０） 

2016年度・モジュールテーマ説明会・資料 

山岸 賢一郎 

（長崎大学教育学部） 

         区分： 全学モジュールⅠ科目 

         カテゴリー： 変容する環境とリテラシー 

         対象： 医・歯・工・環 



 

 

 

「教育の基礎」は、 

どんな方にお奨め？ 

7 



「教育の基礎 」は、こんな方にお奨め 

 

•  教員免許状の取得を希望する、工学部の方    

     ⇒ 受講を！ 

        （推奨モジュールⅡも） 

 

•  「教育」や「教職」に、強い関心のある方 

     ⇒ お奨め 
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「教育の基礎」は、 

どんな感じ？ 

9 



こんな授業があります 

10 

教育の基礎（モジュールⅠ）： １年・後期 

 教育原理 … 免許状取得に関わる 

 教育心理 …      〃 

 教育行政・制度論 …      〃 

教育に関する基礎的事項について、 

考えつつ、学ぶ。 



たとえば、こんな問い 

 

 

 

 

「子どもが学校に通うのは、当たり前？」 

11 



たとえば、こんな問い 

 

 

 

 

「道徳の時間、って必要なの？」 

 

12 



「道徳」と言えば…、これ、小・中学校で使ったかも？ 

13 

小学校１・２年 小学校５・６年 

小学校３・４年 中学校 



たとえば、こんな問い 

 

 

 

 

「日本の大学の学費って、高いの？」 

14 



 

 

 

 

教員免許状が欲しい方へ 

15 



教員免許状の取得を希望する方へ: 幾つか注意 

• 簡単に免許状を取得できる、わけではない。 

  モジュールⅡの「教育相談」も受講する必要あり。 

  モジュール科目以外の単位も、たくさん必要 。 
 

• 学部によって、取得可能な免許状や、       
取得までの道のりは、異なる。 

 各学部で行われる説明会等に必ず参加。 
 

• 取得したら必ず先生になれる、わけではない。 

「学校の先生」になるには、各自治体が実施する 
「教員採用試験」に合格する、などの必要。 

16 



 

 

 

 

免許状は必要ないが…、という方へ 

17 



「教育」や「教職」に強い関心があれば… 

•  受講を歓迎します。 

あなたの「興味」「関心」を満たすような、     
「発見」がある、かも。 

 

•  ただし、次の点は、ご了承ください。 

本テーマは、教員免許状の取得に関わります。
よって、教員免許状の取得のために必要とされ
る事項を、授業で取り扱わないわけにいきません。
言い換えると、「こんな内容興味ない」が通用しま
せん。この点、よろしくお願いします。 

18 



 

 

 

もう一度。 

「教育の基礎」は、 

どんな方にお奨め？ 

19 



「教育の基礎 」は、こんな方にお奨め 

 

•  教員免許状の取得を希望する、工学部の方    

     ⇒ 受講を！ 

        （推奨モジュールⅡも） 

 

•  「教育」や「教職」に、強い関心のある方 

     ⇒ お奨め 

20 



人間活動と
環境影響 

テーマ責任者 

高尾雄二  

責任部局 

環境科学部 

 

温暖化 

水環境 

環境政策 
を学ぶのではなく、 
題材として考える 



地球温暖化を考える 

担当者名 概  要 キーワード 

高尾 雄二 
河本 和明 
冨塚 明 
和達 容子 
  

温室効果のしくみを学び、それに伴
う気象および気候の変化を学ぶ。ま
た，関連する国際条約の成立過程や
内容について学び、国家間の立場の
違いや国際社会への影響について考
える。さらに，化石燃料の燃焼に伴
い発生する大気汚染やエネルギー問
題の現状を学ぶ。これらによって，
地球温暖化の防止が技術的かつ国際
的に複雑な問題であることを理解し，
改善のための手法を提案し，予想さ
れる困難を考える。 

温室効果，地球
温暖化，エネル
ギー収支，化石
燃料，各国の立
場 



水環境を考える 

担当者名 概  要 キーワード 

長江 真樹 
仲山 英樹 

上水と下水に関連した種々の水処理
技術について学ぶ。また，水に関連
した種々の環境問題の現状を理解す
る。また，植物などを使った水質浄
化の実例を学ぶとともに，人の生活
が水辺の生き物に与える影響につい
ても学ぶ。そして，水を中心に人を
含めてさまざまな生き物が多様で密
接な関わりを持つことを考える。 

上水，下水，水
処理技術，水辺
の動植物 



環境政策を考える 

担当者名 概  要 キーワード 

西久保 裕彦 
黒田 暁 

地球環境問題などを解決し持続可能
な社会を実現するための政策および
法の現状を，国内および国際的視点
から，事例を交えて学び，問題点な
どを考える。また、様々な問題解決
のアプローチについて、それぞれの
立場で考えることにより，問題解決
能力の素養を養う。 

環境法，環境政
策 



学ぶのではなく、考えるので 

グループで討論などがあります。 

席の移動があります。 

欠席や予習してこなかったりすると，グ
ループメンバーに迷惑がかかります。 

宿題が出ます。 

例えば、「隣の人と意見の交換をして下
さい」と指示されたりします。 

 

アクティブラーニング方式 
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